
わいめ わいめ わいめ
三重県 明和町 広報紙 Public Information of Meiwa Town No.545

広
報

●特集：防災対策を考える………………………………………P2～
●まちの話題：群馬県明和町と災害時の相互応援に関する覚書を締結ほか……P6
●くらし：所得税確定申告・住民税申告ほか……………………P8～
●くらし：津波警報がかわります。ほか…………………………P10～
●ひとまちふれあい企画：各種お知らせほか…………………P13
●お知らせ：公民館講座受講生募集ほか………………………P14
●明和町行政チャンネル番組表ほか…………………………P20

明和町マスコットキャラクター

©MEIWA town office.

め い 姫

今月号の主な内容

2013年

【関連記事は本紙6頁をご覧ください。】
写真は１月23日に群馬県明和町との災害時の相互応援に関する覚書調印後の様子。

3月号

明和町行政チャンネル番組表 〈2月28日（木）～4月3日（水）〉明和町行政チャンネル番組表 〈2月28日（木）～4月3日（水）〉

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

放送期間 明和ニュース・特集の内容

午前６
７
８
９
10
11

2月28日（木）～
3月６日（水）

3月７日（木）～
3月１３日（水）

●明和ニュース：①明星芸能愛好会の集い、
　　　　　　　②第８回 斎宮跡の史跡整備を語るつどい、ほか
●明 和 コ ラム：第９回いつきのみや梅まつり
●特　　　　集：明和町役場 各課のご紹介　総集編

3月１４日（木）～
3月２０日（水）

●明和ニュース：①第３１回斎王まつり 斎王役ほか選考会、
　　　　　　　②明和中学校卒業式、ほか
●明 和 コ ラム：明和中学校クラブ紹介５
●特　　　　集：町長定例記者会見

●明和ニュース：①町内小学校卒業式、
　　　　　　　②明和町中央公民館講座 閉講式、ほか
●明 和 コ ラム：めいわ防災情報３
●特　　　　集：第６回美(うま)し国三重市町対抗駅伝 総集編

3月２１日（木）～
3月２７日（水）

3月２８日（木）～
4月3日（水）

●明和ニュース：①第９回いつきのみや梅まつり、
　　　　　　　②明和町老人クラブ連合会「クロリティ―大会」、ほか
●明 和 コ ラム：めいわ防災情報２
●特　　　　集：町長定例記者会見

●明和ニュース：①下御糸地区演芸大会、
　　　　　　　②斎宮幼稚園とみどり保育所の交流、ほか
●明 和 コ ラム：明和中学校クラブ紹介４
●特　　　　集：第６回美(うま)し国三重市町対抗駅伝 総集編
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三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　( 特 殊な場 合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検
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◆
地
域
防
災
懇
談
会
の
取
り
組
み

　
東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
方
が
津
波
の
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
。大
淀
や
下
御
糸
地
域
で
は
、

津
波
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
チ
リ

津
波
（
平
成
22
年
2
月
28
日
）
や
東
日
本
大
震

災
の
際
に
は
、
避
難
勧
告
に
対
し
ほ
と
ん
ど
の

人
が
避
難
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
海･

東
南
海
・

南
海
地
震
が
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
は
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
今
日
、
津
波
の
影
響
が
考

え
ら
れ
る
大
淀
地
域
、
下
御
糸
地
域
、
上
御
糸

地
域
に
お
い
て
は
、
津
波
避
難
は
と
り
わ
け
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
三
重
大
学
大
学
院
川
口
淳
准
教
授

を
明
和
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
自
治

会
長
、
民
生
委
員
、
消
防
団
、
防
災
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
学
校
長
、
保
育
所･

幼
稚
園
園
長
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
方
々
が
集
ま
り
、
地
域
の
防

災
の
あ
り
方
を
考
え
る
地
域
防
災
懇
談
会
を
大

淀
地
区
と
下
御
糸
地
区
に
お
い
て
数
回
に
わ
た

っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
域
防
災
懇
談
会
で
は
、
参
加
者
の
み
な
さ

ん
が
協
力
し
あ
っ
て
次
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

①�

　
自
治
会
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
や
地
震
・
津

波
へ
の
備
え
な
ど
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に

大
淀
地
区
、
下
御
糸
地
区
全
自
治
会
員
を
対
象

に
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

②
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
自
治
会
役
員
等
だ
け
で

な
く
住
民
の
み
な
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

③�

　
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
反
省
会
で
課

題
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

④�

　
津
波
避
難
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

参
加
者
が
各
自
、
地
図
を
見
な
が
ら
、
避
難

行
動
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
課
題
な
ど
を
話
し
あ

い
ま
し
た
。

⑤�

　
家
具
の
固
定
、
住
宅
の
耐
震
化
の
啓
発
・

補
助
制
度
の
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

　
以
下
、
取
り
組
み
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
課

題
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆�

住
宅
の
耐
震
対
策
、
家
具
の
固
定
は
基

本
的
な
地
震
対
策

　
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
耐
震
改
修

を
し
て
い
な
い
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
が
、
大

淀
で
１
９
６
世
帯
（
全
体
４
７
２
世
帯
中

42
％
）、
下
御
糸
地
区
で
１
５
８
世
帯
（
全
体

４
２
０
世
帯
中
38
％
）
あ
り
、
家
具
の
固
定
な

ど
家
の
中
の
地
震
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
方

が
、
大
淀
や
下
御
糸
に
お
い
て
８
割
近
く
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
住
宅
の
耐
震
工
事
に
か
か
る
補

助
制
度
を
知
ら
な
い
方
が
５
割
近
く
あ
り
、
制

度
を
周
知
し
て
い
く
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
を
想
定
し
た
場

合
、
明
和
町
で
は
、
津
波
が
来
る
ま
で
に
震
度

６
強
～
７
と
い
う
非
常
に
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
の
耐
震
性
が
不
充
分
だ
っ
た
り
、
家
具

の
固
定
を
し
て
い
な
い
と
、
津
波
が
来
る
ま
で

に
、
大
怪
我
を
し
た
り
、
命
を
落
と
し
て
し
ま

う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
阪
神
淡
路
大

震
災
で
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
約
九
割
が
家

具
の
転
倒
や
家
屋
の
倒
壊
に
よ
り
命
を
落
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
転
倒
し
た
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て

初
期
消
火
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
火
災
が
広

が
っ
た
り
、
倒
壊
し
た
家
が
道
を
塞
い
で
、
避

難
で
き
な
か
っ
た
り
、
緊
急
車
両
が
入
れ
な
く

な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
住
宅
の
耐
震
化
と
家
具
の
固
定
は
基
本
的
な

地
震
対
策
で
あ
り
、
津
波
が
来
な
い
地
域
に
お

い
て
も
た
い
へ
ん
重
要
な
こ
と
で
す
。

防
災
を
考
え
る
　
～
地
域
防
災
懇
談
会
の

　
　
　
取
り
組
み
か
ら
～

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
訓
を
受
け
て
、
明
和

町
で
は
、
海
抜
表
示
板
の
町
全
域
へ
の
設
置
や
津
波
の
影
響
の
高
い
地
域
へ
の
防
災
無

線
屋
外
拡
声
子
局
の
増
設
と
い
っ
た
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
津
波
避
難
の
あ
り
方

を
地
域
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
取
り

組
み
を
通
し
て
あ
ら
た
め
て
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域防災懇談会の様子

下御糸地区の津波避難訓練の様子（イオンモール明和） 
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◆�

枕
も
と
に
履
物
や
非
常
持
出
品
の
用
意

を
し
て
お
く

　
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
約
８
割
の
方

が
寝
室
に
履
物
を
用
意
し
て
お
ら
ず
、
非
常
持

出
品
も
約
５
割
の
方
が
用
意
を
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
た
だ
ち
に
避
難
行
動
に
移
れ
る
よ
う
に
、
枕

元
な
ど
、
す
ぐ
に
取
り
出
せ
る
と
こ
ろ
に
履
物

や
非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
て
お
く
こ
と

が
大
事
で
す
。

◆�

避
難
ル
ー
ト
の
検
討
を
、
地
域
で
声
か

け
ル
ー
ル
を

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
避
難
ル
ー
ト
を
歩

い
た
こ
と
が
な
い
方
が
約
５
割
あ
り
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
避
難
先
ま
で
の
ル
ー
ト
を
点
検

し
て
お
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
建
物
の
倒
壊
に
よ

り
通
れ
な
い
と
き
の
代
替
ル
ー
ト
も
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
の
際
の
声
か
け
ル
ー
ル
は
約
９

割
の
方
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
答
え
て
お
り
、

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
乳
幼
児
や
お
年
寄

り
、
障
害
の
あ
る
方
（
災
害
時
要
援
護
者
）
の

下御糸

●耐震改修をしていますか？
※自宅を昭和56年5月31日以前に建てられた方に対して集計したものです。

無回答
18世帯
8％

実施済
5世帯
2％

検討中
49世帯
23％予定なし

147世帯
67％

無回答
12世帯
7％

実施済
10世帯
5％

検討中
47世帯
26％予定なし

111世帯
62％

●避難経路を歩いたことはありますか？

大淀 下御糸大淀

●避難するときの声かけルールは決めてありますか？

下御糸大淀

●大型家具は固定してありますか？

下御糸大淀

●災害時に支援が必要な人の避難について話し合っていますか？

下御糸

無回答
29世帯7％

隣近所と
している
16世帯
4％

家族で
している
89世帯
21％

して
いない
274世帯65％

大淀

●非常持ち出し品を用意してありますか？

下御糸大淀

無回答
16世帯
3％

はい
188世帯
40％いいえ

268世帯
57％

無回答
22世帯
5％

はい
33世帯
7％

いいえ
417世帯
88％

無回答
14世帯
3％

はい
186世帯
44％いいえ

220世帯
53％

無回答
17世帯
4％

はい
24世帯
6％

いいえ
379世帯
90％

無回答
20世帯
4％

はい
144世帯
31％

いいえ
308世帯
65％

無回答
11世帯
3％

はい
113世帯
27％

いいえ
296世帯
70％

無回答
33世帯
7％

はい
218世帯
46％

いいえ
221世帯
47％

無回答
13世帯
3％

はい
188世帯
45％

いいえ
219世帯
52％

その他
12世帯
3％

無回答
43世帯9％

隣近所と
している
19世帯4％

家族で
している
106世帯
23％

していない
289世帯
61％

その他
15世帯
3％

防災アンケート調査結果 ( 抜粋 )

住宅耐震補助制度をご活用ください。
　町では、下記のとおり住宅耐震への補助などを行っています。ぜひ御活用下さい。

（1）無料耐震診断

　　昭和56年5月31日以前の木造住宅に対して無料で耐震診断を実施

（2）耐震補強計画補助

　　耐震診断の結果、総合評点が0.7未満と診断された住宅について、耐震補強計画の

作成費の２/３（上限16万円）を補助

（3）耐震補強工事補助

　　耐震診断の結果、総合評点が１．０未満と診断された住宅について、耐震補強工事に

要する経費の２/３（上限90万円）＋同経費の11.5％（上限40万円）を補助

（4）耐震補強工事に伴うリフォーム工事への補助

　　耐震補強工事に伴うリフォーム工事費に対して１/３(上限20万円)を補助

家具を固定しましょう
　　たんす、本棚、テレビ、冷蔵庫などの大型家具の固定は、手軽で効果の高い地震対策

です。また、寝室に家具を置かない、家具の向きを変えるなどの工夫により、地震によっ

て怪我をする可能性を低くすることができます。

　　明和町では、次の方だけの世帯に対し、無料で３台まで家具固定を行っていますの

で、希望される方はお申し込みください。

（1）満65歳以上の高齢者

（2）身体障害者手帳、療育手帳、精神保健手帳のいずれかの交付を受けている方

（３）上記の方に準じる方（要介護認定を受けている方、１８歳未満の方など）
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避
難
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
方
は
３
割
弱

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
地
域
で
の
避
難
の
あ
り

方
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
も
課
題
の

ひ
と
つ
で
す
。

　◆�

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
命
を
守
る
た
め

に
考
え
、
行
動
す
る

　
訓
練
を
通
し
て
、「
ど
こ
へ
逃
げ
る
べ
き
か
」、

「
ど
う
い
う
方
法
（
徒
歩
、
自
転
車
、
車
）
で

逃
げ
る
べ
き
か
」
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
保
育
所
か
ら
は
児
童
を
安
全
に
避
難
さ
せ
る

た
め
に
、
地
域
の
方
の
協
力
が
不
可
欠
と
の
意

見
が
出
さ
れ
、
自
治
会
か
ら
は
、「
町
が
避
難

先
を
示
し
て
ほ
し
い
」、「
道
路
を
拡
張
し
て
ほ

し
い
」、「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
設
置
し
て
ほ
し

い
」と
い
っ
た
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
見
つ
め
、
ど

こ
へ
ど
の
よ
う
に
逃
げ
る
か
を
、
一
人
ひ
と
り

が
主
体
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。
町
が
対
策
の
検

討
を
進
め
る
の
と
並
行
し
て
、
地
域
や
住
民
一

人
ひ
と
り
が
今
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
防
災
意
識
を
次
世
代
に
伝
え
る

　
学
校
で
の
防
災
教
育
を
充
実
し
、
子
供
た
ち

が
、
正
し
い
知
識
と
行
動
力
を
身
に
つ
け
た
と

し
て
も
、
大
人
た
ち
が
行
動
に
移
さ
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
そ
れ
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
う
心
配

も
あ
り
ま
す
。
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

の
防
災
意
識
を
向
上
さ
せ
、
防
災
の
心
構
え
を

次
世
代
へ
確
実
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で

す
。

　
町
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
地
域
防
災
懇
談

会
を
継
続
し
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

備蓄品と非常持出し品はどう違うの、何を準
備したらいいの？
〇非常持ち出し品は、避難して１晩程度過ごせる最小限

の物を準備します。すぐ取り出せる場所に準備してお

きます。

例）優先順に

1．水500ml　1本

2．防寒着　　1枚（季節に応じて1枚はおれるもの）

3．懐中電灯、ラジオ

4．必要に応じて準備しておくといいもの（チョコレートな

どの小さな食料、貴重品、笛、軍手、マスク、家族の連

絡先、持病の薬、オムツなど）

〇備蓄品は、救援物資が到着するまでの間、しのげる

物を準備します（最低でも3日分は準備しておくとい

いでしょう）

例）飲料水（1人1日3リットル）、非常食（カップ麺など）、

燃料（卓上コンロなど）、毛布、風呂水など

＊日ごろ食べるカップラーメンなどを多めに買っておくこ

とを心がけておくと無理なく非常食を備蓄できます。

また、お風呂に水を溜めておくことを習慣づけておく

と、災害時に生活用水として使えるので有効です。

町の備蓄品があるから大丈夫？
　　町の備蓄品は、住宅が全壊・全焼して備蓄品を取り出せない避難者（983人を想定）の3日分の食料を目標にして調整をしています。さまざ

まなものを十分に準備することはできませんので、最小限の物しか備蓄していません。民間事業所との物資応援協定を締結していますが、た

だちに必要な物資が届くわけではありません。

　　個々人や、自治会などでぜひ備えておいてください。（町が保有する備蓄食料や備蓄資材は一覧表のとおり）

備　蓄　品　一　覧　（平成24年12月）
○備蓄食料（食）		

品目 役場
大淀

小学校

上御糸

小学校

下御糸

小学校

斎宮

小学校

明星

小学校

修正

小学校

担い手

センター
合計

アルファ米 1,450 600 600 600 600 600 600 200 5,250 

カンパン 696 120 120 120 120 120 120 24 1,440 

合計 2,146 720 720 720 720 720 720 224 6,690 

○主な備蓄品

項目 役場 消防署
大淀

小学校

上御糸

小学校

下御糸

小学校

斎宮

小学校

明星

小学校

修正

小学校

担い手

センター
合計

給水パック（袋）　 500 500

組み立て水槽　 4 1 1 1 1 1 1 10

緊急時浄水装置（台）　 2 1 3

真空パック毛布（枚）　 300 200 170 170 170 170 170 150 70 1,570

簡易トイレ（10個 / 箱）　 30 30

トイレ処理剤（回） 100 100

マルチトイレ ( 基） 4 4

車椅子対応トイレ 2 1 1 1 1 1 1 8

ワンタッチトイレ（基） 3 2 2 2 3 3 3 17

ワンタッチテント（基） 3 2 2 2 3 3 3 17

パーティション（基） 16 2 2 2 2 3 3 30

○主な資機材等		

資機材 役場
大淀

小学校
上御糸
小学校

下御糸
小学校

斎宮
小学校

明星
小学校

修正
小学校

合計

エンジン発電機（台） 4 1 1 1 1 1 1 10

ハロゲン照明器（個） 8 2 2 2 2 2 2 20

照明器スタンド（本） 4 1 1 1 1 1 1 10

ハロゲン懐中電灯（個） 40 10 10 10 10 10 10 100

ヘルメット（個） 140 10 10 10 10 10 10 200

メガホン（台） 4 1 1 1 1 1 1 10

救急箱（個） 1 1 1 1 1 1 1 7

クーラーボックス（個） 1 1 1 1 1 1 1 7

炊き出し釜（小）・バーナ
ーセット（セット・42㍑）

1 1 1 1 1 1 1 7

防水ブルーシート（枚・2
間×3間・10枚×4包）

40 10 10 10 10 10 10 100

工具ボックス（個） 1 1 1 1 1 1 1 7

アルミリヤカー（台） 3 1 1 5
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東
日
本
大
震
災
以
降
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
津
波
に
関
す
る
関
心
や

不
安
は
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
想
定
外
の
大
津
波
と
い
わ
れ

た
こ
の
災
害
の
教
訓
を
下
に
、
国

は
想
定
外
の
想
定
と
し
て
「
南
海

ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地

震
」
に
よ
る
揺
れ
お
よ
び
津
波
の

想
定
を
発
表
し
、
三
重
県
は
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９
を
想
定
し
た
場
合

の
津
波
の
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
結
果
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
結
果
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
想

像
を
超
え
た
被
害
の
大
き
さ
に
驚

き
、
あ
る
種
の
無
力
感
を

感
じ
て
い
る
人
た
ち
も
沿

岸
部
を
中
心
に
多
く
お
ら

れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
，
そ
う
し

た
国
や
県
の
想
定
は
あ
く

ま
で
も
「
想
定
外
の
想
定
」
で
あ

っ
て
、
必
ず
し
も
次
に
起
こ
る
災

害
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
最
大
級
の
災
害

の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
明
和
町
に
お
い
て
は
津
波
の
浸

水
被
害
に
対
す
る
対
策
も
大
切

で
す
が
、
そ
の
前
に
地
震
に
よ

る
大
き
な
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
今
後
我
々

が
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
対

策
の
優
先
順
位
は
、
①
家
屋
の

耐
震
対
策
、
②
家
屋
内
の
耐
震

対
策
（
家
具
転
倒
防
止
な
ど
）、

③
津
波
か
ら
の
避
難
対
策
と
い

う
事
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち

①
と
②
は
い
わ
ゆ
る
自
助
で
あ

り
各
家
庭
で
し
っ
か
り
や
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
実
施
し
て
お
か
な
い
と
、

③
の
避
難
行
動
に
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。
③
に
つ
い
て
も
原
則
的

に
は
、
個
々
人
が
そ
れ
ぞ
れ
避

難
計
画
を
た
て
て
、
そ
の
通
り

に
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

も
っ
と
も
効
果
が
あ
る
対
策
で

す
が
、
同
時
に
避
難
に
余
力
が

あ
る
人
た
ち
が
、
要
援
護
者
を

支
援
す
る
と
い
う
考
え
を
持
つ

事
も
大
切
で
す
。
こ
う
い
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
る
手
順
は
、

ま
ず
個
々
人
で
考
え
、
次
に
各

家
庭
内
で
検
討
し
、
そ
の
次
に
地

域
で
話
し
合
う
と
い
う
順
番
に
な

り
ま
す
。
こ
の
際
、
地
域
で
検
討

す
る
場
は
一
般
的
に
は
自
治
会
が

思
い
浮
か
び
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
よ
り
効
果
的
に
幅
広
い
意
見

を
集
約
し
、
対
策
を
検
討
す
る
た

め
に
は
、
自
治
会
の
代
表
者
だ
け

で
は
な
く
、
子
供
た
ち
が
通
う
学

校
や
保
育
所
、
高
齢
者
施
設
や
医

療
機
関
な
ど
の
医
療
・
福
祉
施
設

の
代
表
者
、
消
防
団
、
社
協
や
民

生
委
員
な
ど
地
域
に
関
わ
る
幅
広

い
人
々
が
集
ま
っ
て
取
組

む
べ
き
で
す
。
こ
れ
ら
の

人
が
集
ま
っ
て
話
し
合

い
、
地
域
の
防
災
計
画
を

検
討
す
る
こ
と
が
よ
り
幅

広
い
見
地
に
立
っ
た
地
域

防
災
計
画
が
効
率
的
に
立
案
で
き

ま
す
し
、
来
る
べ
き
災
害
時
に
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

の
近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
に
明
和
町
で
は
、

大
淀
地
区
と
下
御
糸
地
区
で
こ
の

よ
う
な
考
え
方
を
も
と
に
地
域
防

災
懇
談
会
を
設
置
し
、
取
り
組
み

を
進
め
た
結
果
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
継
続
し
、
他
地

区
に
も
広
げ
て
い
た
だ
く
事
を
期

待
し
ま
す
。

災害時要援護者とは

　高齢者、障がい者、乳幼児、妊婦、外国人、

負傷者など、災害時に特に支援が必要な人を

災害時要援護者といいます。

　平成７年 (1995年 ) に発生した阪神・淡路大

震災では、6,432人の死者のうち65歳以上の高

齢者（3,193人）の割合は49.6％でした。平成

16年（2004年）新潟県中越地震では、「地震に

よるショック死」なども多く、65歳以上の高

齢者が死者の57％を占めています。平成16年

台風・豪雨等による死者・行方不明者では、

65歳以上が62％と多く、特に70歳代以上だけ

で53％と半数を超えています。

　災害時要援護者への支援は、自主防災活動

においても大事な取り組みになります。

災害時要援護者登録とは

　災害時等においてスムーズな情報伝達や自力避難等に困難を伴うこ

とが予想され、家族等の支援が受けられないため、地域での支援を希

望する下記の人を対象に、登録を行っています。

　登録を希望される人は、自治会長または民生委員に御相談ください。

（1）65歳以上のひとり暮らしの高齢者

（2）65歳以上のみの世帯の高齢者

（3）身体障害者手帳、療育手帳、精神保健手帳の交付を受けている人

（4）上記に準ずる状態にある人　

◆ねらいは次のとおりです。

（1�）災害時の支援をスムーズにできるように、予め、支援を必要とす

る人と支援をする人を地域で決めておく。

（2�）役場、消防団などの支援機関と連携して支援できるようにリスト

とマップを作成し、情報の共有化を図る。

個
人
か
ら
家
庭
へ
、
家
庭
か
ら
地
域
の

多
様
な
人
た
ち
に
よ
る
防
災
の
取
り
組
み
へ

　
三
重
大
学
　

川
口
　
淳
　
准
教
授

（
明
和
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
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2
月
１
日
、
明
和
町
役
場
東
交

差
点
付
近
で
、
松
阪
警
察
署
主
催

に
よ
る
交
通
安
全
啓
発
「
ミ
ル
ミ

ル
ウ
ェ
ー
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
で
の
死
亡
事
故

発
生
を
受
け
て
交
通
安
全
の
日
に

あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

松
阪
警
察
署
や
松
阪
地
区
交
通
安

全
協
会
、
交
通
安
全
推
進
委
員
、

町
職
員
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
、

運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

ミ
ル
ミ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
は
通
常
の

交
通
安
全
啓
発
よ
り
目
立
つ
よ

う
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
持
っ

た
人
が
一
ヶ
所
に
集
ま
っ
て
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効

果
的
な
啓
発
が
で
き
る
よ
う
に
発

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

松
阪
警
察
署
の
太
田
さ
ん
か
ら

は
「
事
故
は
人
ご
と
で
は
な
く
、

身
近
に
起
こ
る
こ
と
な
の
で
十
分

気
を
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

まちの話題
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

１
月
23
日
、
町
と
友
好
交
流
提

携
を
結
ん
で
い
る
群
馬
県
明
和
町

と
災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。 

群
馬
県
明
和
町
と
は
、
同
じ
町

名
で
あ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
平

成
11
年
に
友
好
交
流
提
携
を
結
ん

で
以
降
、
ス
ポ
ー
ツ
や
産
業
な
ど

で
交
流
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た

が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
防
災

群
馬
県
明め
い

和わ

町ま
ち

と

　
災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る

　
　
覚
書
を
締
結

に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
災
害
時
に
円
滑
に

応
援
が
で
き
る
よ
う
覚
書
を
締
結

し
た
も
の
で
、
支
援
に
必
要
な
物

資
や
資
材
の
提
供
、
職
員
の
派
遣
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
斡
旋
や
支

援
に
関
す
る
項
目
な
ど
を
定
め
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
町
か
ら
は
中
井
町
長
、

北
岡
町
議
会
議
長
、
間
宮
副
議
長

覚
書
内
容
に
つ
い
て
両
町
関
係
者
で
確
認

交
通
安
全
啓
発

「
ミ
ル
ミ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

早
朝
か
ら
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

調
印
後
の
恩
田
町
長（
左
）と
中
井
町
長

厚生労働大臣に陳情
1 月 22 日、中井町長と北岡町議会議長、間宮副議長

などが厚生労働省を訪れ、田村憲久厚生労働大臣に町施

策の要望書を提出しました。 

要望書では、海岸・河川堤防や学校の防災対策、農漁

業施策、斎宮跡を核とした歴史的風致維持向上計画関係

事業の推進、上下水道施策、認定こども園化に向けた施

設整備など 10 の施策について要望し、町の現状につい

ても意見交換を行いました。

幅
広
い
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た

が
出
席
し
、
群
馬
県
明
和
町
か
ら

は
、
恩
田
町
長
を
は
じ
め
町
3
役

と
関
根
町
議
会
議
長
が
出
席
し
て

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
印
後
の
あ
い
さ
つ
で
群
馬
県

明
和
町
の
恩
田
町
長
は
「
今
回
の

調
印
は
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
」
と
述
べ
、
中
井

町
長
は「
2
町
は
離
れ
て
い
る
が
、

災
害
対
応
に
は
広
域
的
な
連
携
が

必
要
で
あ
り
、
万
が
一
に
備
え
、

深
い
絆
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。まちの話題
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

１
月
16
日
、
明
和
町
内
事
業
所

代
表
者
の
皆
さ
ん
な
ど
で
構
成
す

る
明
和
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
（
下

井
清
史
会
長
、
19
事
業
所
）
か
ら

町
に
50
万
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

明
和
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

郷
土
明
和
町
と
地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
目
的
に
、
平
成
20
年
６
月
に

町
民
有
志
の
皆
さ
ん
で
発
足
。
町

へ
の
寄
付
は
、
今
回
で
５
回
目
と

な
り
ま
す
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
今
後

も
会
員
募
集
を
呼
び
か
け
な
が

ら
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
同
ク
ラ
ブ
会
長
の

下
井
清
史
さ
ん
と
上
田
元
洋
さ
ん

が
来
庁
。
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
防
犯
灯
整
備
お
よ

び
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
図
書
購

入
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
町

長
に
目
録
と
寄
付
金
を
手
渡
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
寄
付
金
を
町
内

各
所
の
防
犯
灯
整
備
や
幼
稚
園
・

保
育
所
の
図
書
の
購
入
等
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【ありがとうございました】

　安全・安心のまちづくりと
　　　　　　     子どもたちの図書購入に     

明和サンライズクラブから町に 50 万円寄付

サンライズクラブの皆さん、ありがとうございました

２
月
９
・
10
・
11
日
の
３
日
間
、
明
和
町
総
合
体
育
館
で
、

明
和
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
明
和
Ｆ
Ｃ
（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
）「
明
和
Ｆ
Ｃ
招
待
フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
タ
に
は
松
阪
や
伊
勢
、
津
な
ど
県

内
各
地
区
か
ら
小
学
生
た
ち
26
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
各
学

年
ご
と
に
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
連
日
繰
り
広
げ
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
熱

戦
に
、
観
戦
者
か
ら
盛
ん
な
応
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

明
和
Ｆ
Ｃ
招
待

  

フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

【
県
内
各
地
区
か
ら
26
チ
ー
ム
が
参
加
】

明和ＦＣの部員を募集しています
【体験練習も大歓迎です】

明和町スポーツ少年団の明和ＦＣ（フットボール

クラブ、市野博史代表・部員101人（キッズスクー

ル含む））では、次のとおり部員を募集しています。

入部は、随時受け付けています。体験練習も大歓

迎で、幼稚園年長児を対象としたキッズ・スクール

も行っています。サッカー好きの子どもたち、ぜひ

明和ＦＣの活動に参加してみませんか。

■対象　原則として町内の男子小学生（１〜６年生）

■練習日・時間　毎週土曜日、午前８時30分〜11時

30分（キッズ・スクールは午前８時30分〜10時）

■練習場所　明和中学校第２グラウンド

■会費等　半期で5,000円（小学校３年生以下は

3,000円）、スポーツ傷害保険800円（１年分）

※キッズ・スクールはスポーツ保険800円のみ

■申し込み・問い合わせ先　明和町総合体育館内・

明和町スポーツ少年団（☎52・7130）、または保

護者受け付け・谷分さん（☎52・3260）

熱戦を繰り広げる子どもたち
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くらし
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

平成24年分所得税確定申告と町・県民税（住民税）申告　申告期限は3月15日（金）
平成24年分所得税の確定申告と町・県民税（住民税）申告について、申告期限はいずれも3月15日（金）とな

っています。申告期限間際は申告・相談会場が大変混雑しますので、申告が必要な人はお早めにお済ませください。

申告・相談会場（松阪商工会議所、明和町役場研修室ほか）のご案内等、詳しくは本紙１〜２月号の関係記事

をご覧いただくほか、下記へお問い合わせください。

■所得税確定申告について　松阪税務署（☎0598・52・3021、自動音声案内後「０」を選択）、または明和町税

務課（☎52・7113）

■町・県民税（住民税）申告・相談について　明和町税務課（☎52・7113）

【
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
】

  

お
早
め
の
手
続
き
で 

混
雑
緩
和
に
ご
協
力
を

年
度
末
や
月
末
等
は
、
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
等
の
登
録
申
請
・
廃
車
・

名
義
変
更
手
続
き
や
相
談
等
が
集
中
し
、
各
関
係
窓
口
が
非
常
に
混
雑
し

ま
す
。
お
早
め
の
手
続
き
で
、
窓
口
の
混
雑
緩
和
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
各
手
続
き
や
相
談
の
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は
、
各

窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
普
通
自
動
車
・
２
５
０
cc
超
の
オ
ー
ト
バ
イ
　
三
重
運
輸

　
支
局
＝
☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
５
５
…
テ
レ
ホ
ン

　
サ
ー
ビ
ス
（
録
音
に
よ
る
案
内
）
は
24
時
間
利
用
可
能
、

　
中
部
運
輸
局
＝　

h
ttp
://w
w
w
.m
lit.jp

/ch
u
b
u
/

■
軽
自
動
車
　
軽
自
動
車
検
査
協
会
三
重
事
務
所
＝
☎
０
５

　
９
・
２
３
４
・
８
４
３
１

■
１
２
５
cc
超
２
５
０
cc
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ
　
三
重
県
軽

自
動
車
協
会
＝
☎
０
５
９
・
２
３
４
・
８
６
１
１

■
１
２
５
cc
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ
　
明
和
町
税
務
課
＝
☎

52
・
７
１
１
３

「ふるさと納税制度」とは、ふるさとを応援し

たいという皆さんのお気持ちを「寄附」を通じて

実現できるよう、寄附金税制を拡充し、寄附をし

やすくした制度です。

地方公共団体（明和町など）に対する寄附金の

うち、適用下限額を超える部分について、一定の

限度額まで所得税と個人住民税を合わせて全額

控除されます。

明和町で生まれ育った人や関わりが深い人な

ど、町を応援したいという気持ちがあれば、出身

地や居住地などに制限はありません。多くの人に

この制度をご活用いただき、町を応援いただきま

すようお願いします。

※寄附の方法など、詳細内容は明和町ホームペー

ジ（ http://www.town.meiwa.mie.jp/）にも掲載し

ています。詳しくは、防災企画課（☎ 52・7112）

へお問い合わせください。

ふ る さ と 納 税 の お 知 ら せ

ご利用ください 国税庁ホームページ　 http: / /www.nta .go. jp

【申告書様式などの身近な税情報が満載】国税庁ホームページでは「確定申告書等作成コーナー」を設けており、
このコーナーを利用すると、画面の案内に従って金額等を入力することによって簡単に申告書の作成ができます

ので、ぜひご利用ください。

【国税庁ホームページをご利用いただけない場合は】松阪税務署では、確定申告期間中に確定申告会場を設
けています。確定申告会場では、パソコンを使用し国税庁ホームページを利用して、申告書を作成することがで

きます。また、パソコンの操作方法や申告書の作成方法が分からない場合は、職員が作成のお手伝いをさせてい

ただきます。

■申告会場　松阪商工会議所１階大ホール（松阪市若葉町161-2）

■開設期間と時間　３月15日（金）まで（土・日曜日を除く）午前９時〜午後５時

※会場は大変混雑しますので、時間に余裕を持ってお出かけください。

【確定申告書の送付について】平成23年分所得税の確定申告書を次の方法で提出した人については、平成24年
分所得税の確定申告書は送付していませんのでご注意ください。

■確定申告書を送付していない人　①ｅ−Ｔａｘを利用した人、②国税庁ホームページの「確定申告書等作成コ

ーナー」を利用した人、③申告会場においてｅ−Ｔａｘを利用した人

※平成24年分所得税の確定申告についても、引き続きｅ−Ｔａｘ、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コー

ナー」のご利用をお願いします。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。くらし
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

　
２
月
14
日
、
所
得
税
確
定
申
告

広
報
パ
レ
ー
ド
の
一
行
が
明
和
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
２
月
16
日

か
ら
の
「
所
得
税
と
個
人
事
業
者

の
消
費
税
の
確
定
申
告
」
に
あ
た

り
、
松
阪
税
務
署
管
内
の
各
種
団

体
や
事
業
所
な
ど
で
構
成
す
る
松

阪
税
務
連
絡
協
議
会
の
広
報
活
動

の
一
環
と
し
て
、
毎
年
こ
の
時
期

に
管
内
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。こ

の
日
は
、
松
阪
税
務
連
絡
協

議
会
・
松
阪
青
色
申
告
会
の
皆
さ

ん
が
来
庁
。
一
行
か
ら
寺
前
副
町

 

所
得
税
確
定
申
告

  

広
報
パ
レ
ー
ド
が
来
庁

【
町
長
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
】

長
に
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

の
利
用
推
進
、
所
得
税
・
消
費
税

等
の
期
限
内
申
告
と
納
税
の
周
知

啓
発
へ
の
協
力
な
ど
に
つ
い
て
、

松
阪
税
務
署
長
・
松
阪
税
務
連
絡

協
議
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し

ま
し
た
。

　
明
和
町
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
３
月
30
日
に
任
期
が
満
了
す

る
明
和
町
農
業
委
員
会
委
員
の
選

挙
を
、
３
月
５
日
告
示
、
同
月
10

日
投
票
と
決
め
ま
し
た
。

■
投
票
で
き
る
人
は

　
こ
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人

は
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
　
年
齢
20
歳
以
上
の
人

二�

　
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
人

三�

　
前
記
二
の
人
と
同
居
の
親
族

ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間

お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
の
業

務
を
営
む
人

四�

　
平
成
24
年
３
月
31
日
確
定
の

町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

町
農
業
委
員
の
選
挙

　
３
月
５
日
告
示

　
　
　
　
10
日
に
投
票

副
町
長
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡
す
パ
レ
ー

ド
一
行
の
皆
さ
ん

■
投
票
所
と
投
票
時
間
は

　
投
票
所
は
、
町
内
14
か
所
で
時

間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
で
す
。

　
通
常
の
選
挙
の
時
間
と
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
投
票
日
当
日
に
投
票
で

き
な
い
人
の
た
め
に
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
３
月
６
日
か
ら
同

月
９
日
ま
で
の
間
（
午
前
８
時
30

分
～
午
後
８
時
）、
役
場
で
期
日

前
投
票
を
受
け
付
け
ま
す
。

　■
立
候
補
さ
れ
る
か
た
へ

　
２
月
22
日
か
ら
立
候
補
予
定
者

に
候
補
者
届
等
関
係
書
類
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
立
候
補
の
届
出
日

は
告
示
日
の
３
月
５
日
で
す
。
立

候
補
予
定
者
の
方
は
、
届
出
書
類

等
の
事
前
審
査
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※�
そ
の
他
、
詳
し
く
は
町
選
挙
管

理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
☎

52
・
７
１
１
１
）
ま
で
。

住所異動・証明書交付の
手続きはお早めに！

３月末から４月初めは、就職・進学・転勤などに伴う

住所変更等の手続きのため、窓口が大変混雑します。住

所異動の届出や証明書（住民票・戸籍謄抄本など）の交

付申請は、時間に余裕を持ってお越しください。

平日は忙しくて、手続きにお越しいただくことができ

ない方は、日曜開庁を行っておりますので、ぜひ、ご利

用ください。

※�ただし、日曜開庁時には一部お取り扱いできないもの

もありますので、ご不明な点があれば、事前に人権生

活環境課・戸籍住民係（☎52・7114）へお問い合わ

せください。

春は異動の季節です
３
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

３
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
平
日

に
役
場
の
ご
利
用
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
３
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
時
　
３
月
３
日
・
10
日
・
17

日
・
24
日
・
31
日
（
各
日
曜
日
）、

各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・

午
後
１
時
〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が

中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、

事
前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

　

http://w
w
w
.tow
n.m
eiw
a.m
ie.jp/

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
（
☎

52
・
７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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くらし
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

　
明
和
町
消
防
団
で
は
次
の
と
お

り
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
人
員
　
９
人
程
度

■
応
募
資
格
要
件
　
満
18
歳
以
上

の
女
性
で
、
町
に
居
住
し
消
防
防

災
活
動
に
関
心
の
あ
る
人
。

■
職
務

　
①
地
域
住
民
の
応
急
手
当
指
導

　
②�

各
種
行
事
な
ど
で
の
消
防
団

Ｐ
Ｒ

　
③
町
消
防
行
事
の
支
援
活
動
　

※�

基
本
的
に
消
火
活
動
に
は
従
事

し
ま
せ
ん
。

明
和
町
消
防
団

　
女
性
団
員
募
集

防災行政無線屋外拡声子局での

放送について

今まで正午と午後5時に各家の戸別受信機のみに

時報が流れていました。

3月から防災無線屋外

拡声子局でも時報の放

送を行う運用を開始い

たしますのでご了解く

ださい。

詳しくは、防災企画

課（☎52・7110）まで

お問い合わせください。

消防団女性団員のみなさん

3月7日から津波警報が変わります
気象庁は、津波警報を改善し、平成25年3月7日から運用を開始します。

気象庁では、津波警報を発表した際、予想される津波の高さを併せて発表しますが、巨大地震が発生した場合には、

予想される津波の高さを数値ではなく、「巨大」や「高い」という言葉で発表することとしました。「巨大」という言

葉を使った大津波警報が発表された時は、東日本大震災のような巨大な津波が襲うおそれがあります。直ちに高台や

避難ビルなど安全な場所へ避難してください。

また、津波が観測されたときには観測情報を発表します。高い津波が来る前は、津波の高さを数値ではなく「観測中」

と発表します。「観測中」と発表された場合はこれから高い津波が来ると考えて警戒を続けましょう。

津波警報は、震源が沿岸に近いと津波の到達に間に合わないこともあります。海のそばで強い揺れや弱くても長い

揺れを感じたら、直ちに高いところへ避難を始めてください。

■問い合わせ先：津地方気象台防災業務課　☎０５９・２２８・６８１８

詳しくは http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/tsunami_keihou_kaizen/index.html

チラシ：http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tsunamikeihou/index.html

予想される津波の高さ

とるべき行動 想定される被害数値での発表

（発表基準）

巨大地震の

場合の表現

大津波

警報

10ｍ超

（10ｍ＜高さ）

巨大 ・沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに

高台や避難ビルなど安全な場所に避難

する。

・ここなら安心と思わず、より高い場所

を目指して避難する。

・津波は繰りかえし襲ってくるので津波

警報が解除されるまで安全な場所から

離れない。

木造家屋が全壊 ･流失し、人は津波によ

る流れに巻き込まれる。

10ｍ

（5ｍ＜高さ≦10ｍ）

3ｍ

（3ｍ＜高さ≦5ｍ）

津波警

報

3ｍ

（1ｍ＜高さ≦3ｍ）

高い 標高の低いところでは津波が襲い、浸水

被害が発生する。人は津波による流れに

巻き込まれる。

津波注

意報

1ｍ

（20cm ＜高さ≦1ｍ）

（表記しない）・海の中にいる人はただちに海から上

がって海岸から離れる。津波注意報が

解除されるまで海に入ったり海岸付近

に近づいたりしない。

海の中では人が速い流れに巻き込まれ

る。養殖いかだが流失し、小型船舶が転

覆する。

■
待
遇
　
消
防
団
員
は
、
法
に
基

づ
き
非
常
勤
の
特
別
公
務
員
に
な

り
ま
す
。
報
酬
等
に
つ
い
て
は
明

和
町
消
防
団
条
例
に
基
づ
き
支
給

し
ま
す
。

　
応
募
手
続
き
等
の
詳
細
は
、
防

災
企
画
課
（
☎
52
・
７
１
１
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。くらし
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談

窓口「明和町障がい者生活支援センター ここ♪」では、障がい者の皆さ

んの自立と社会参加を目指し、地域で安心して生活できるよう、専門の相

談支援員による電話・面談相談や訪問、相談支援等の業務を行っています。

　　専門の相談支援員が支援等を
　　行っています

ご利用ください 明和町障がい者生活支援センター　 ここ♪ 　　52・7127

◎支援等内容のご案内
■利用対象　身体・知的・精神障がいのある人、その

家族・支援関係者　

■支援等の内容　①交流の場「ここサロン」、意見交換

会「ここトーク」の定期的開催、②日常生活全般の

相談、③福祉サービス等の利用援助（情報提供と申

請手続きの支援）、④専門関係機関（病院、ハローワー

ク、特別支援学校等）の紹介と連携、⑤支援のネッ

トワークづくり等  

■場所　保健福祉センター内　明和町障がい者生活支

援センター

■開設日時　月〜金曜日（祝日を除く）、午前 8時 30 分

〜午後 5時15分

◎ 3 月 13 日に「ここトーク」を開催
明和町障がい者生活支援センター ここ♪では、次

のとおり「ここトーク」を開催します。皆さん、どう

ぞお気軽にご参加ください。

■日時と場所　3月 13日（水）　午前 10時～ 11時 30分

　Cafe「茶々」（ありんこ内）

■内容　ここサロン（余暇活動）の計画について

　　　　～みんなで話し合ってみませんか？～

■対象　障がいのある人、その家族や支援者

■参加申込期限　3月 8日（金）

※支援等内容、「ここトーク」の申し込み等、詳しくは

明和町障がい者生活支援センター ここ♪（明和町保

健福祉センター内、 52・7127、 52・7128、

shien@town.meiwa.mie . jp）へお問い合わせください。

未就園児と保護者の皆さん ご利用ください

明和町子育て支援センター【いちごクラブ】

明和町子育て支援センター・いちごクラブは、保育

所や幼稚園に未就園の子どもとその保護者の皆さんに

ご参加いただき、各種行事などを通じて一緒にお話し

したり、楽しく遊んだり、また子育てなどの情報交換

ができる場です。いちごクラブでは、各種行事を次の

とおり行います。皆さん、どうぞお気軽にご参加くだ

さい。

◎寄せ植えをしよう

■日時　3月6日 ( 水 )、7日（木）午前10時～11時

■定員　各15人、参加費500円、参加を希望する人は電

話で申し込み

◎手形で作ろう

■日時　3月11日 ( 月 )、12日（火）午前10時～11時

■定員　各15人、参加を希望する人は電話で申し込み

◎おはなし会

■日時　3月14日 ( 木 ) 午前10時30分～11時

■定員など、予約不要　

◎栄養相談

■日時　3月8日 ( 金 ) 午前10時～11時

■参加を希望する人は前日までに電話で申し込み

◎みんな大きくなったね !!

■日時・対象　①3月18日（月）　午前10時～11時　平

成20年4月～22年3月生まれの子ども、②3月19日（火）　

午前10時～11時　平成22年4月～23年3月生まれの子ど

も、③3月25日（月）　午後1時～2時　平成23年4月以降

生まれの子ども

■定員　各15人です。

※場所はいずれもいちごクラブです。

　詳しくは、いちごクラブ（☎080・4155・0291＝平日

の午前８時30分～午後５時、 http://www.toyotsujidou.

com）へお問い合わせください。

イベントの申し込みは2月28日（木）午前9時からとさ

せていただきます。

【いちごクラブ概要】

■行事等の対象者＝未就園の子どもとその保護者の皆さん

■所在地＝認可保育所・明和ゆたか保育園（大字斎宮3535

ー1）2階

■開所日時＝土・日曜日と祝日・年始を除く平日の午前9

時～正午・午後1時～3時

11



平
成
25
年
４
月
以
降
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
現
行
の
月
額

１
万
４
９
８
０
円
か
ら
60
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
５
０
４
０

円
に
な
り
ま
す
。

◎
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
保
険
料
の
口
座
振
替

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
と
、
金
融
機
関
窓
口
な
ど
に

出
か
け
る
手
間
と
時
間
が
省
け
る

と
と
も
に
、
自
動
引
き
落
と
し
に

よ
っ
て
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ

り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
保
険
料
納
付
の
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

※
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

な
ど
、
詳
し
く
は
松
阪
年
金
事
務

所
（

☎

０

５

９

８
・

51
・

５
１
１
７
）、
ま
た
は
明
和
町
役

場
長
寿
健
康
課
健
康
ほ
け
ん
係

（
☎
52
・
７
１
１
6
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
保
険
医
療
を
受
け
て
い

た
だ
く
た
め
の
、
大
切
な
医
療
保

険
制
度
で
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
の
う
ち
、
70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
人
（
現
役
並
み
所
得
が
あ
る

人
を
除
く
）
は
、
保
険
医
療
機
関

に
か
か
る
と
き
の
窓
口
負
担
が
、

平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成
26
年
３

月
ま
で
、
現
行
ど
お
り
の
「
１
割
」

に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
25
年
４
月
か
ら

の
窓
口
負
担
に
つ
い
て
、
１
割
か

ら
２
割
へ
の
引
き
上
げ
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
引
き
上
げ

が
引
き
続
き
凍
結
さ
れ
、
平
成
26

年
３
月
ま
で
の
間
、
現
行
の
１
割

に
据
え
置
か
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。た

だ
し
、
平
成
25
年
８
月
に
、

被
保
険
者
の
前
年
所
得
に
応
じ

て
、
個
々
の
平
成
25
年
度
負
担
割

合
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
被
保
険
者
証
と
併
せ
て

交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」

は
、
平
成
25
年
４
月
以
降
は
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
３
月
下
旬

に
、
該
当
す
る
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
へ
「
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
と

案
内
通
知
」
を
郵
送
し
ま
す
。

　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
健
康

ほ
け
ん
係
（
☎
52
・
７
１
１
６
）

ヘ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国民年金
保 険 料

国　　民
健康保険

３）

■町内の治安情勢 （平成２４年１２月１日～３１日、 概数）

手　　　　口 件数（前月比） 手　　　　口 件数（前月比）

空き巣狙い

忍び込み

ひったくり

車上狙い

強制わいせつ

路上強盗

そのほか

合　　計

４（

１）１（

９）１５（

　１２）２２（

０）１（

０）０（

－１）０（

０）１（

■最大震度別地震回数 （平成２５年１月１日～３１日）

震　度

全　国

明和町

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

※役場に設置の計測震度計による。

 ※

１２４ ４５ １２ ５ ２ ０ ０ ０ ０ １８８

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

前 年 比（累計）

交通事故総件数

人身事故件数

負傷者数

死 者 数

物損事故件数

７９件

１２件

１７人

０人

６７件

７４０件

１４１件

１７８人

１人

５９９件

９７件

３５件

５３人

０人

６２件

■町内の交通事故発生状況 （平成２５年１月１５日現在）

平成２４年１月
か ら の 累 計

平成２４年１２月
( 概 　 　 数 )

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後が標準河川水）、
ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生物の働きによって分解されると
きに消費される酸素量で、河川の汚濁を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中
に浮遊している微細な固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素量＝水中に溶解している酸素量
で、汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる）
※ＢＯＤ・ＳＳ・ＤＯの単位＝m g /ℓ

三
河
川
の
水
質

ＢＯＤ

9.0

10.0

9.1

2.4

2.9

2.0

7.0

7.6

6.5

祓　川（下御糸橋） 0.5未満

1.1

0.7

笹笛川（八木戸橋）

大堀川（大堀川橋）

河川名
ＰＨ ＳＳ ＤＯ

項　　　目

参考：B類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5以上

8.5以下
3.0以下 25.0以下 5.0以上

採水日 （平成２５年１月９日）

くらし
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

４
月
か
ら 

月
額
１
万
５
０
４
０
円
に

【
保
険
料
納
付
は 

口
座
振
替
の
ご
利
用
を
】

【
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
皆
さ
ん
】

窓
口
負
担
を 

現
行
の
１
割
に
据
え
置
き

町長日曜座談会　3月24日・4月21日
明和町では、町民の皆さんと町長

の直接対話や情報交換を通して、そ

の声を積極的に町政に取り入れてい

くため、毎月1回「町長日曜座談会」

を実施しています。3月と4月の日程

等は次のとおりです。

■日時＝①3月24日（日）　午前9時〜

正午…申込期限＝3月18日（月）、②4月21日（日）　午前9時

〜正午…申込期限＝4月15日（月）　■場所＝役場庁舎２階　

町長室　■対象＝町内に在住する人、または町内に在住・

在勤する人で構成する各種団体・グループなど　■申し込

み＝所定の申込書に必要事項（希望テーマなど）を記入のう

え、防災企画課へ提出してください。（土曜日と祝日を除く。

午前８時30分〜午後５時15分）

※申込者多数の場合は、先着順とさせていただきます。詳

しくは、防災企画課（☎52・7112）へお問い合わせください。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。くらし
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

※
各
講
座
と
も
受
講
資
格
は
明
和

町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
と
し
、

申
込
期
間
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
に
直
接
、
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
人
権
セ
ン
タ
ー
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
２
回
の
申
し

込
み
に
つ
き
、
ひ
と
り
分
の
参
加

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
映
画
上

映
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

【
ほ
っ
と
心
あ
た
た
ま
る
】

　
３
月
15
日
に

　
映
画
上
映
会
を
開
催

す
。

　
忙
し
い
毎
日
の
中
、
ち
ょ
っ
と

立
ち
止
ま
っ
て
、
人
権
セ
ン
タ
ー

の
映
画
上
映
会
で
「
心
あ
た
た
ま

る
」
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　◆
日
時
　
３
月
15
日
（
金
）　
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　
町
人
権
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
　
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
田
植
え
で

冷
え
た
体
を
、
か
す
あ
わ
せ
の
ア

ル
コ
ー
ル
分
で
暖
め
た
そ
う
で
す
。

◆
日
時
　
３
月
19
日
（
火
）

　
第
１
回

　
　
午
後
１
時
15
分
～
２
時
45
分

　
第
２
回

　
　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

◆
定
員
　
各
回
　
24
人（
先
着
順
）

◆
講
師
　
北
村
ひ
で
子
さ
ん
、
西

村
　
敬
子
さ
ん

◆
参
加
費
　
６
０
０
円

◆
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん
、

三
角
巾
、
か
す
を
こ
ね
る
ボ
ー
ル

も
し
く
は
鍋
（
大
き
め
）

◆
申
込
期
間
　
３
月
５
日
（
火
）

～
８
日
（
金
）

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
楽
し
い

手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
地
方
に
伝
わ
る
、
昔
懐
か

し
い
黒
砂
糖
入
り
の
「
ふ
と
こ
ろ

も
ち
」
の
作
り
方
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
も
ち
米
だ
け
で
作
っ
た
餅
と
は

異
な
り
、
小
麦
粉
と
砂
糖
も
使
わ

れ
て
い
る
た
め
、
焼
か
な
く
て
も

や
わ
ら
か
く
、
お
い
し
く
い
た
だ

け
る
こ
の
餅
は
、
昔
農
家
の
か
た

が
、
懐

ふ
と
こ
ろに
入
れ
て
、
野
良
仕
事
を

○
ふ
と
こ
ろ
も
ち
を
作
ろ
う
！

し
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
日
時
　
３
月
19
日
（
火
）

　
第
１
回

　
　
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

　
第
２
回

　
　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分

◆
定
員
　
各
回
　
24
人（
先
着
順
）

◆
講
師
　
北
村
ひ
で
子
さ
ん
、
西

村
　
敬
子
さ
ん

◆
参
加
費
　
５
０
０
円

◆
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

ふ
き
ん

◆
申
込
期
間
　
３
月
５
日
（
火
）

～
８
日
（
金
）

　
子
ど
も
の
頃
、
家
の
瓶か

め

の
な
か

に
あ
っ
た
食
べ
る
と
体
が
ぽ
か
ぽ

か
と
暖
か
く
な
る
不
思
議
な
食
べ

物
。

　
昔
か
ら
田
植
え
の
頃
小こ

時じ

半は
ん

の

お
や
つ
と
し
て
こ
の
地
方
で
つ
く

ら
れ
て
き
た
昔
懐
か
し
い
「
か
す

あ
わ
せ
」
を
作
り
ま
す
。

　
小こ

米ご
め

に
は
胚は

い

芽が

が
残
り
や
す
い

の
で
、
そ
の
胚
芽
が
味
を
良
く
す

○
か
す
あ
わ
せ
を
作
ろ
う
！

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
皆
さ
ん 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

人権センター各種サークルへのお誘い
　人権センターでは、会員の皆さんによる各種自主
運営サークルを開催します。
　皆さん、ぜひご参加下さい。（ただし会員のかたに
は、人権センター夕涼会、交流祭等の事業開催時の
スタッフとして、運営にご協力いただきます。）
○太極拳サークル
■開催日　月2回　第2・第4水曜
　　　　　午後1時30分～2時30分まで
■定員　30人
■参加費　年間2,500円（スポーツ保険料　含む）
○着付けサークル　
■開催日　年9回　開催月の第２土曜
　　　　　午前10時～11時30分まで
■参加費　年間2,500円
○パン作りサークル　
■開催日　年6回
　　　　　開催月の第4水曜、午前・午後の2班実施
■定員　各回10人
■参加費　年間3,000円及び材料代実費
○おしゃべりサロン　
　手芸をしたりおしゃべりをしたりして、楽しんで
います。
　現在は、クラフトテープを使って、かごや小物を
編んでいます。
■開催日　毎週　水曜日以外の平日
　　　　　午後1時30分～4時まで
■参加費　実費
※�各サークルの申し込みは、3月12日（火）～15日（金）
の午前9時～午後5時に、電話または直接人権セン
ター（☎55・3052）へお申し込みください。
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くらし
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

明
和
町
中
央
公
民
館
で
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
場

「
平
成
25
年
度
公
民
館
講
座
」
の

受
講
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

■
開
設
講
座
数
　
37
講
座

■
受
講
資
格
　
町
内
在
住
者
・
在

勤
者

※
３
年
、
同
一
の
講
座
を
受
講
さ

れ
た
人
は
、
そ
の
講
座
の
受
講
申

し
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
３
月
25
日
（
月
）

〜
４
月
５
日
（
金
）

■
申
込
料
　
１
講
座
２
０
０
円

※
各
種
講
座
の
受
講
料
は
無
料
で

す
。
必
要
な
材
料
費
な
ど
は
各
自

に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
別
途
各
世
帯
に
配

布
す
る
「
講
座
募
集
案
内
チ
ラ
シ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
同
時
に
各
同
好
会
の
会
員
も
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
中
央
公

民
館
（
☎
52
・
７
１
３
２
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度 

　
公
民
館
講
座
の

　
　
受
講
生
を
募
集

【
詳
し
い
内
容
は 

案
内
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
】

明
和
町
中
央
公
民
館
で
は
、
平

成
25
年
度
公
民
館
講
座
の
開
講
式

を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
20
日
（
土
）　
午

前
９
時
30
分
〜
（
受
け
付
け
＝
９

時
15
分
〜
）

■
場
所
　
中
央
公
民
館
大
集
会
場

■
内
容
と
時
間
　
①
開
講
式
＝
午

前
９
時
30
分
〜
、
②
開
講
行
事
　

「
伊
勢
管
弦
楽
団
音
楽
演
奏
」
＝

午
前
10
時
〜

※
開
講
行
事
に
は
、
受
講
生
以
外

の
一
般
の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
（
☎

52
・
７
１
３
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
中
央
公
民
館
で
は
子
ど
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
型
の
木
に
ペ
イ
ン
ト
し

て
、
カ
ラ
フ
ル
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

家
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
３
月
24
日
（
日
）
午
前

 

４
月
20
日
に

 

公
民
館
講
座
開
講
式

   

開
講
行
事
に
は 

一
般
の

   

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を

子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

（
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
）

９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

■
場
所
　
中
央
公
民
館
研
修
室

■
定
員
　
12
人
（
小
学
校
1
～
6

年
生
。
た
だ
し
1
・
2
年
生
は
保

護
者
同
伴
）

■
材
料
費
　
５
０
０
円

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
ぞ
う
き

ん■
申
し
込
み
方
法
　
３
月
18
日

（
月
）
か
ら
21
日
（
木
）
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
に
中
央
公
民

館
へ
電
話
で
申
し
込
み
（
祝
日
を

除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　
中
央
公
民
館

（
☎
52
・
７
１
３
２
）
ま
で

平成25年度 子ども囲碁講座の受講生を募集

【 明 和 町 中 央 公 民 館 】

明和町中央公民館では「平成25年度子ども囲碁講座」

の受講生を次のとおり募集しています。

■開催日時　4月〜平成26年3月の毎週土曜日（夏休み期

間中と年末年始を除く）、午前9時30分〜11時30分

■場所　中央公民館小会議室 A

■対象と定員　小・中学生、20人（先着順）

■講座の内容　初心者コース、初級コース、中級コース

の3コースに分けて指導

■講師　明和町囲碁協会　吉田守男さん

■申込期限・方法　3月29日（金）までに、直接または

電話で中央公民館へ申し込んでください。　

※詳しくは、中央公民館（☎52・7132）へお問い合わせ

ください。

犬を飼われる人へ  
飼い主のマナーを守りましょう

犬の飼い主のマナーについて、次のような苦情

が寄せられています。

①犬のふんの後始末をしない。

②犬を放し飼いにする。

③犬の鎖などを外して散歩させる。

④犬が、公園や他人の土地・農作物などを荒らす。

犬を飼うときは、近隣や周囲の人に迷惑をかけ

ることなく、楽しく快適にペットと暮らすために

も、飼い主としてのマナーを守りましょう。

※�詳しくは、人権生活環境課環境・住民協働係（☎

52・7117）へお問い合わせください。

　また、飼えなくなった

犬や猫の相談は、松阪保

健 所（ ☎ 0598・50・

0529）へお問い合わせく

ださい。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。くらし
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で

は
、
家
族
や
同
僚
な
ど
が
倒
れ
た

と
き
、
あ
な
た
に
で
き
る
応
急
手

当
の
講
習
会
（
普
通
救
命
講
習
会
）

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
16
日
（
土
）　
午

前
９
時
〜
正
午

■
場
所
　
松
阪
市
川
井
町
１
０
０
１

―
１
　
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
消

防
本
部
４
階
大
会
議
室

■
講
習
内
容
　
①
命
に
か
か
わ
る

 

普
通
救
命
講
習
会
の

　
　
　
　
受
講
者
募
集

　【
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
】

け
が
や
病
気
の
時
、
そ
の
悪
化
を

防
ぐ
応
急
手
当
の
必
要
性
、
②
救

命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
心
肺
蘇

生
法
＝
２
０
１
０
版
成
人
に
対
す

る
方
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
）

■
受
講
料
　
無
料

■
募
集
人
員
　
30
人
（
中
学
生
以

上
対
象
）

■
募
集
期
間
　
３
月
４
日
（
月
）

〜
13
日
（
水
）（
定
員
に
な
り
次

第
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
方
法
　
消
防
本
部
、
明
和

消
防
署
ま
た
は
最
寄
の
消
防
署
・

分
署
で
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
。
ま
た
、
松
阪

地
区
広
域
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
「
松

阪
消
防
」
か
ら
も
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。

※
受
講
修
了
者
に
は
、
普
通
救
命

講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
消
防
本
部
消
防
救
急
課

（
☎
０
５
９
８
・
25
・
１
４
１
３
、

０
５
９
８
・
21
・
３
０
８
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

3月1日〜7日は 春の全国火災予防運動
平成25年春季火災予防運動全国統一防火標語

〜 消すまでは 出ない行かない 離れない 〜

　この運動は、空気が乾燥し火災が発生しやすい気候と

なることから、火災予防の考えをより一層皆さんに広く

伝えることによって、火災発生を防ぎ、高齢者等を中心

とする火災による死者を減らすこと、また、大切な財産

を火災から守ることを目的としています。

　火気の取扱いには充分注意してください。そして、ま

だ住宅用火災警報器を設置していない住宅には住宅用火

災警報器を設置しましょう。

【命を守る7つのポイント】

■3つの習慣　①寝たばこは絶対にしない。②ストーブは

燃えやすいものから離れた位置で使用する。③こんろの

そばを離れるときは、必ず火を消す。

■4つの対策　①火災を早期発見するために、住宅用火災

警報器を設置する。②初期消火のために、住宅用消火器

を設置する。③火災が発生したときのために、隣近所の

協力体制をつくる。④寝具や衣類への着火を防ぐため、

防炎品を使用する。

※消防法等の規定に基づき、すべての住宅に「住宅用火

災警報器」の設置が義務付けられています。詳しくは、

松阪地区広域消防組合消防本部予防課（☎0598・25・

1412）へお問い合わせください。

【
３
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期
】

３
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付
は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天
引
き
を
除

く
）。

■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
＝
各
第
12
期
分
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
＝
第
９
期
分

■
納
期
限
＝
４
月
１
日（
月
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
３
月
27
日（
水
）に
振
替
し
ま
す
。

【
夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口
】

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時
　
３
月
11
日（
月
）、
３
月
26
日（
火
）、
各
日
と
も
午
後
５
時
15
分

〜
８
時
30
分
　

■
場
所
と
内
容
　
税
務
課
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時
　
３
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日

と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分
　

■
場
所
と
内
容
　
会
計
課
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付

※
町
税
・
保
険
料
納
付
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
税
務
課
（
☎
52
・

７
１
４
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
多
重
債

務
問
題
や
成
年
後
見
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
21
日
（
木
）　
午

後
６
時
〜
８
時
（
午
後
７
時
30
分

ま
で
に
来
場
く
だ
さ
い
）

 

多
重
債
務
問
題
と

 

成
年
後
見
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

■
場
所
　
松
阪
市
日
野
町
７
８
８
　

カ
リ
ヨ
ン
プ
ラ
ザ
３
階
　
松
阪
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

久
志
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）、
ま
た
は
竹
田
　

豊
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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能力開発セミナー開催のご案内
ポリテクセンター南伊勢では、在職者の人を対象に、職業に必要な専門的な知識及び技能・技術の習得を目的と

した能力開発セミナーを開催します。

地域の人材育成ニーズ等に応じた訓練コースを設定し、比較的短期間 (2～4日程度 ) の職業訓練を行います。

詳しくは、ポリテクセンター南伊勢（伊勢市小俣町明野685）☎0596・37・3121　までお問い合わせください。

コース名 日程 定員（人）受講料（円）

鉛フリーはんだ付け技術 4月23日（火）、24日（水） 10 13,400

有接点シーケンス制御の実践技術 4月9日（火）、10日（水）、11日（木） 10 13,600

有接点シーケンス制御による電動機制御の実務 5月14日（火）、15日（水）、16日（木） 10 14,000

旋盤実践応用技術 ( ねじ切り加工編） 5月14日（火）、15日（水）、16日（木） 10 14,500

精密測定技術（長さ測定編） 5月21日（火）、22日（水） 12 6,500

ＮＣ旋盤（プログラム～加工編） 5月27日（月）、28日（火）、29日（水）、30日（木） 10 15,000

PLC 制御の回路技術　～三菱 FX編～ 6月4日（火）、5日（水）、6日（木） 10 12,100

２次元ＣＡＤ～Ａｕｔ oＣＡＤ～ 6月5日（水）、6日（木）、7日 ( 金） 10 11,000

ＴＩＧ溶接実践技術（ステンレス鋼板材編） 6月8日（土）、9日（日） 10 10,800

半自動アーク溶接実践技術（各種姿勢編） 6月22日（土）、23日（日） 10 10,600

お知らせ
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

　
三
重
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
24

年
９
月
30
日
か
ら
時
間
額
７
２
４

円
で
す
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
原
則
、
年

齢
・
雇
用
形
態
（
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等
）
を
問
わ
ず
、
三
重
県

内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、特
定
の
産
業
（
７
業
種
）

に
該
当
す
る
事
業
場
で
働
く
労
働

者
に
は
、「
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ

の
う
ち
５
業
種
で
、
平
成
24
年
12

月
27
日
か
ら
時
間
額
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
改
正
さ
れ
た
産
業
別
最
低
賃
金

は
次
の
業
種
で
す
。

○
ガ
ラ
ス
・
同
製
品
製
造
業
　

　
時
間
額
　
７
８
８
円

○
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
製
造
業

　
時
間
額
　
８
０
８
円

○�

洋
食
器
・
刃
物
・
手
道
具
・
金

物
類
製
造
業

　
時
間
額
　
８
０
５
円

○�

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　
時
間
額
　
７
９
３
円

○
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

三
重
県
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ

ま
し
た

　（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

　
時
間
額
　
８
２
９
円

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
重
労
働
局

賃
金
室
（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・

２
１
０
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
三
重
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://m
ie-ro

u
d
o
u
k
y
o
k
u
.

jsite.m
hlw
.go.jp/

）

　
三
重
県
で
は
、
成
績
、
人
物
と

も
に
優
秀
な
人
に
奨
学
金
を
給
付

し
、
21
世
紀
を
担
う
国
際
感
覚
と

視
野
に
富
ん
だ
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
奨
学
金
受
給

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
給
付
区
分
と
人
数
、
給
付
額

　
給
付
額
は
、
在
籍
す
る
大
学
の

授
業
科
相
当
額
で
す
。
た
だ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
つ
き
、
年
間

支
給
額
の
上
限
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。

（
１
）
私
費
海
外
留
学
生
　
10
人

以
内
　
年
間
１
２
０
万
円
上
限

（
学
校
間
協
定
は
年
間
84
万
円
上

限
）

（
２
）
外
国
人
留
学
生
　
10
人
以

平
成
25
年
度
三
重
県
私
費
留

学
生
・
医
療
看
護
系
外
国
人

学
生
奨
学
金
受
給
者
募
集

内
　
年
間
60
万
円
上
限

（
３
）医
療
看
護
系
外
国
人
学
生
　

５
人
以
内
　
年
間
60
万
円
上
限

■
応
募
条
件

　（
１
）、（
３
）
は
、
平
成
25
年

４
月
１
日
現
在
１
年
以
上
継
続
し

て
三
重
県
に
住
所
を
有
す
る
人
、

（
２
）
は
、
県
内
の
市
町
に
住
居

地
の
届
出
を
し
て
い
る
人
が
対
象

で
す
。

■
募
集
期
間

　
３
月
１
日
（
金
）
～
４
月
19
日

（
金
）
必
着

■
申
し
込
み
方
法

　
所
定
の
申
請
用
紙
に
記
入
の

上
、
下
記
あ
て
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）
三
重
県
国
際
交
流
財
団

〒
５
１
４
―
０
０
０
９
　
津
市
羽

所
町
７
０
０
番
地
ア
ス
ト
津
３
階

　
☎
０
５
９
・
２
２
３
・
５
０
０
８

　

０
５
９
・
２
２
３
・
５
０
０
７

　http://w
w
w
.m
ief.or.jp

人 の う ご き

2 月の人口 1月中の
主な増減

総人口：23,328人 出生：16人
　　男：11,240人 死亡：29人
　　女：12,088人 転入：37人
世帯数：8,339世帯 転出：48人
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。お知らせ
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

■
申
込
み
　
３
月
11
日
（
月
）
よ

り
受
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
（
☎
38
・
２
８
０
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

「
言
い
た
い
放
題
！
　
聞
き
た
い

放
題
！
」

　
可
燃
ご
み
の
量
が
増
え
続
け
て

第
19
回
環
境
学
習
会

　
　
参
加
者
募
集

い
ま
す
。
資
源
ご
み
と
し
て
出
せ

る
物
も
あ
り
、
正
し
い
分
別
に
つ

い
て
学
習
会
に
参
加
し
て
ご
み
の

減
量
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
３
月
16
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～

■
場
所
　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３
）

■
助
言
者
　
三
重
県
環
境
学
習
セ

ン
タ
ー
　
副
セ
ン
タ
ー
長
　
木

村
　
京
子
さ
ん

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
（
☎
38
・
２
８
０
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
込

み
は
不
要
で
す

　
人
事
院
は
平
成
25
年
度
中
に
次

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
受
験

案
内
等
は
人
事
院
中
部
事
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
当

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇�

総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒

程
度
試
験
）

■
受
験
案
内
等
の
配
付
開
始
日

　
２
月
１
日（
金
）

■
申
込
期
間

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
４
月
１
日（
月
）～
８
日（
月
）

（
郵
送
・
持
参
）

　
４
月
１
日（
月
）～
２
日（
火
）

【
注
】
郵
送
・
持
参
申
込
み
に
つ

い
て
の
問
合
せ
期
間

　
３
月
11
日（
月
）～
29
日（
金
）

■
第
一
次
試
験
日
　
４
月
28
日

（
日
）

◇
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）

■
受
験
案
内
等
の
配
付
開
始
日

　
２
月
１
日（
金
）

■
申
込
期
間

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
４
月
９
日（
火
）～
18
日（
木
）

（
郵
送
・
持
参
）

　
４
月
９
日（
火
）～
10
日（
水
）

国
家
公
務
員
募
集

■
日
時
　
３
月
23
日
（
土
）　
午

前
10
時
～
正
午
ま
で 

■
場
所
　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
　
　

〒
５
１
５
―
０
５
０
５
　
伊
勢
市

西
豊
浜
町
６
５
３

■
持
ち
物
　
蓋
付
き
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
箱
（
縦
＋
横
＋
深
さ
＝
70
㎝

以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

■
定
員
　
２
０
人（
１
家
族
1
人
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」

　
講
習
会
参
加
者
募
集

生
ご
み
を
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て

ス
テ
キ
な
堆
肥
に
!!

【
注
】
郵
送
・
持
参
申
込
み
に
つ

い
て
の
問
合
せ
期
間

　
３
月
21
日（
木
）～
４
月
８
日（
月
）

■
第
一
次
試
験
日
　
６
月
16
日（
日
）

◇
一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

■
受
験
案
内
等
の
配
付
開
始
日

　
５
月
13
日（
月
）

■
申
込
期
間

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
６
月
24
日（
月
）～
７
月
３
日（
水
）

（
郵
送
・
持
参
）

　
６
月
24
日（
月
）～
28
日（
金
）

■
第
一
次
試
験
日
　
９
月
８
日（
日
）

【
注
】
総
合
職
試
験
及
び
一
般
職

試
験（
大
卒
程
度
試
験
）の
申
込
み

に
つ
い
て

１
　
申
込
み
は
必
ず
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申

込
み
が
で
き
な
い
方
で
郵
送
・
持

参
申
込
み
に
つ
い
て
の
問
合
せ
期

間
に
人
事
院
に
問
合
せ
の
な
い
場

合
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
み
以
外
の
申
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

人
事
院
中
部
事
務
局

　
☎
０
５
２
・
９
６
１
・
６
８
３
８

　h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/

saiy
o/saiy

o.htm

■
集
合
場
所
　
斎
宮
池
　
宮
川
用

水
管
理
事
務
所
前

■
コ
ー
ス
　
斎
宮
池
周
辺
を
散
策

す
る
コ
ー
ス
、
約
４
キ
ロ

■
持
ち
物
　
タ
オ
ル
や
飲
み
物

等
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
必
要
な
も

の■
参
加
申
し
込
み
　
当
日
受
け
付

け※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
☎

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

明
和
町
と
明
和
町
楽
し
く
歩
こ

う
会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
健
康

ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
は
当
日

受
け
付
け
で
、
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時
　
３
月
17
日
（
日
）　
受

け
付
け
＝
午
前
８
時
45
分
〜
、
出

発
＝
午
前
９
時

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

健康ウォークの様子

３
月
17
日
に 

斎
宮
池
周
辺
で
健
康
ウ
ォ
ー
ク

【
参
加
は
当
日
受
け
付
け
で
す 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】
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お知らせ
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

三
田
正
之
さ
ん
（
☎
52
・
０
０
４
４
）

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
明
和
町
観
光
協
会
で
は
、
大
淀
ふ

れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
の
売
店
等
入
店

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
期
間
　
平
成
25
年
4
月
下
旬
～

10
月
中
旬

■
入
店
資
格
　

　
町
内
在
住
者
又
は
町
内
に
事
業

所
が
あ
る
者

　
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
営
業
内

容
で
別
途
定
め
る
入
店
者
規
則
を

遵
守
す
る
者

■
入
店
審
査

　
営
業
内
容
の
審
査
、
入
店
料
を

総
合
判
断
し
て
決
定
し
ま
す

■
募
集
要
項

１
．
募
集
方
法
：
公
募
入
札
に
よ
る

２
．
募
集
数
：
１
店
舗

３
．
申
込
期
限
：
４
月
10
日（
水
）

　
午
後
５
時
ま
で
に
事
務
局
あ
て

申
込
用
紙
に
よ
り
申
請

　（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

４
．
入
札
日
：
４
月
15
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分

※
詳
し
い
こ
と
は
、
明
和
町
観
光

協
会
（
☎
52
・
０
０
５
５
、

52
・
０
３
７
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

大
淀
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン

プ
場
売
店
等

入
店
者
募
集

明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消費

生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり開設

します。皆さん、お気軽にご利用ください。

■日時　①3月12日（火）、②4月9日（火）　時間は、各日

とも午前10時〜正午・午後1時〜3時

■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは、人権生活環境課環境・住民協働係（☎52・

7117）へお問い合わせください。

３月と４月の「消費生活相談」窓口の開設
■日時と内容　①3月4日（月）　午前9時30分〜正午＝行政

相談・心配ごと相談、②3月18日（月）　午後1時30分〜4

時＝心配ごと相談、③4月1日（月）　午前9時30分〜正午

＝行政相談・心配ごと相談、④4月15日（月）　午後1時30

分〜4時＝心配ごと相談

■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（☎52・7056）へお問

い合わせください。

３月と４月の行政相談・心配ごと相談

【
パ
パ
マ
マ
教
室
（
産
前
教
室
）】

■
日
・
対
象
者
　
３
月
22
日
（
金
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＝
妊
娠
中
期
以
後
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マ
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パ
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■
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妊
娠
中
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健
康
づ
く
り

に
つ
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、
マ
タ
ニ
テ
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ヨ
ガ
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付
時
間
　
午
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９
時
50
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ま
で

■
持
ち
物
　
母
子
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康
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帳

■
服
装
　
運
動
し
や
す
い
服
装

■
申
し
込
み
　
開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児
　
①
３
月
７
日

（
木
）
＝
平
成
22
年
８
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30
分
ま

で■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児
　
①
３
月
８
日

（
金
）
＝
平
成
23
年
８
月
生
ま
れ
、

②
４
月
５
日
（
金
）
＝
平
成
23
年

９
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間
　
各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児
　
①
３
月
15
日

（
金
）
＝
平
成
21
年
８
月
生
ま
れ
、

 

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

   

場
所
は 

い
ず
れ
も

   
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

②
４
月
19
日
（
金
）
＝
平
成
21
年

９
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間
　
各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
児
　
３
月
28
日
（
木
）、

乳
幼
児
（
月
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
受
付
時
間
　
①
午
前
９
時
30
分

〜
10
時
30
分
、
②
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み
　
開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

■
日
・
対
象
者
　
３
月
22
日
（
金
）、

平
成
24
年
10
月
〜
平
成
25
年
１
月

出
生
児
（
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ

と
が
な
い
人
）

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
50
分
ま
で

■
内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
ば
せ
方
、
楽
し
む

育
児
に
つ
い
て
な
ど

■
講
師
　
チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ

ワ
ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
助
産
師
　

中
村
幸
美
さ
ん

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
１
枚
、
必
要
な
人
は
お

茶
・
果
汁
・
ミ
ル
ク
な
ど

■
申
し
込
み
　
開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

【
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
】

●
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ

ク
チ
ン
）
予
防
接
種
の
受
け
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
２
期
３
期
４
期
対
象
の
人
は
、

３
月
31
日
ま
で
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳

し
く
は
福
祉
子
育
て
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
演
題
「
参
宮
街
道
と
お
か
げ
参

り
」

　
明
和
町
郷
土
文
化
を
守
る
会
で

は
、
江
戸
時
代
に
お
か
げ
参
り
の

参
宮
客
で
賑
わ
っ
た
参
宮
街
道
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
3
月
17
日
（
日
）　
午

後
1
時
30
分

■
場
所
　
明
和
町
中
央
公
民
館
　

中
会
議
室

■
講
師
　
門
　
暉
代
司
　
氏

（
松
阪
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
・
元
明
和
町
史
編
さ
ん
委
員
）

■
申
込
期
限
　
3
月
10
日
（
日
）

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
中
西
　
勝
美

さ
ん
（
☎
52
・
０
３
６
７
）
ま
た
は

明
和
町
郷
土
文
化
を
守
る

会  

講
演
会
の
ご
案
内
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）

※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。お知らせ
広報めいわ            ３月号平成25 年

(2013 年 )

●読み聞かせ
　ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞かせを次
のとおり行います。たのしいおはなしがいっぱいあるよ。

○今月のおはなし会
【「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ】
■内容　絵　本「つみきでとんとん」
　　　　　　　「ふうとはなとたんぽぽ」
　　　　紙芝居「だんごとじぞう」
■日時　3月 24（日）午後 2時～
■場所　ふるさと会館 1階児童室
【「会館スタッフ」による読み聞かせ】
■日時　3月 28 日（木）午前 11 時～
■場所　ふるさと会館 1階児童室
【「てんとうむし」の皆さんによる読み聞かせ】
　おやすみです

○ワークショップ「竹工作を楽しもう」
■日時　3月 24 日（日）午前 10 時～正午
■場所　ふるさと会館 2階多目的室
■対象　主に小学生（3年生以下は保護書同伴）
応募人数によっては大人も可
■募集　3月 5日（火）～
■持ち物　軍手
■参加費　（未定）
■講師　竹茗舎のみなさん
■作品の見本を図書館カウンターに置きます。

○ 3月特別展「竹茗舎所蔵展」開催中
■期間　3月 1日（金）～ 28 日（木）
■場所　ふるさと会館 2階特別展示コーナー
　明和町牛葉にある街角博物館「竹茗舎」（館長渡辺幸宏
さん）所蔵品の展示です。
　竹細工や竹にちなんだ軸など素晴らしい作品です
■開館時間　平日　午前 9時 30 分～午後 7時
土・日・祝日　午前 9時 30 分～午後 5時 30 分

○ 3月の休館日
4 日（月）、11 日（月）、18 日（月）、25 日（月）、
29 日（金／月末館内整理日）
※詳しくは、ふるさと会館（☎ 52・7131）へお問い合わせ
下さい。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ

☆いつきのみや春絵巻　～きものでおでかけ～
　春の特別企画として、あたたかくなってくる時期にき
ものを着て少しいつきのみや歴史体験館までおでかけし
ませんか？
　お子様から大人まで楽しんでいただけるように、春の
お餅つきや野点、和の演奏などを開催します。
　最後はお子様には嬉しいお菓子まきも予定しておりま
す。
　ぜひご家族揃っておこし
ください。
■開催日時
　3月 17 日（日）
　午前 9時～午後 2時
■参加　無料
■場所　いつきのみや歴史
体験館といつき茶屋イベン
ト広場
■雨天時　内容を一部変更
して実施

☆機織り体験
　麻織り・絹織りから選び機織りを体験します。
　麻はランチョンマット程の作品に仕上がります。
　糸は草木染めの自然な色糸を使用します。
■開催日時
　3月 24 日（日）
　①午前 10 時～正午
　②午後 1時 30 分～
　　3時 30 分
■定員　麻各時間 4人・絹
各時間2人（予約制・先着順）
■参加費　1,500 円

申し込み・その他の体験等
の問い合わせは、
いつきのみや歴史体験館（☎ 52・3890）へ

いつきのみや歴史体験館からお知らせ

明和町広報紙「広報めいわ」では、紙面に掲載する有料広告を

次のとおり募集しています。有料広告の掲載申し込みは、原則と

して年度内分・掲載枠分を先着順で受け付け、広報発行月の前月

1日に締め切ります。募集要件など詳細内容については、防災企画

課（☎ 52・7112）へお問い合わせください。

【広告枠の大きさと広報紙発行１回あたりの掲載料金】

■裏表紙面（４色印刷）   ①縦 4.35cm ×横 8.75cm ＝  7,000 円

                                     ②縦 4.35cm ×横 18cm ＝ 14,000 円

■中　　面（２色印刷）   ①縦 4.35cm ×横 8.75cm ＝  5,000 円

                                     ②縦 4.35cm ×横 18cm ＝ 10,000 円

明 和 町 広 報 紙  有 料 広 告 掲 載 の 募 集 ＝まずは お気軽にご相談ください＝

【 児 童 虐 待 相 談 窓 口 】

■明和町福祉子育て課   　　　　☎0596・52・7115

■中勢児童相談所　　　　　　　☎059・231・5666

【ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）相談窓口】

■明和町福祉子育て課    　　　　☎0596・52・7115

■配偶者暴力相談支援センター　☎059・231・5600

■警察安全相談電話　　☎059・224・9110　♯9110

■松阪警察署　　　　　　　　　☎0598・53・0110

■松阪保健福祉事務所　　　　　☎0598・50・0520

※お気軽に、まずはお電話してください。
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今月号の主な内容

2013年

【関連記事は本紙6頁をご覧ください。】
写真は１月23日に群馬県明和町との災害時の相互応援に関する覚書調印後の様子。

3月号

明和町行政チャンネル番組表 〈2月28日（木）～4月3日（水）〉明和町行政チャンネル番組表 〈2月28日（木）～4月3日（水）〉

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

放送期間 明和ニュース・特集の内容

午前６
７
８
９
10
11

2月28日（木）～
3月６日（水）

3月７日（木）～
3月１３日（水）

●明和ニュース：①明星芸能愛好会の集い、
　　　　　　　②第８回 斎宮跡の史跡整備を語るつどい、ほか
●明 和 コ ラム：第９回いつきのみや梅まつり
●特　　　　集：明和町役場 各課のご紹介　総集編

3月１４日（木）～
3月２０日（水）

●明和ニュース：①第３１回斎王まつり 斎王役ほか選考会、
　　　　　　　②明和中学校卒業式、ほか
●明 和 コ ラム：明和中学校クラブ紹介５
●特　　　　集：町長定例記者会見

●明和ニュース：①町内小学校卒業式、
　　　　　　　②明和町中央公民館講座 閉講式、ほか
●明 和 コ ラム：めいわ防災情報３
●特　　　　集：第６回美(うま)し国三重市町対抗駅伝 総集編

3月２１日（木）～
3月２７日（水）

3月２８日（木）～
4月3日（水）

●明和ニュース：①第９回いつきのみや梅まつり、
　　　　　　　②明和町老人クラブ連合会「クロリティ―大会」、ほか
●明 和 コ ラム：めいわ防災情報２
●特　　　　集：町長定例記者会見

●明和ニュース：①下御糸地区演芸大会、
　　　　　　　②斎宮幼稚園とみどり保育所の交流、ほか
●明 和 コ ラム：明和中学校クラブ紹介４
●特　　　　集：第６回美(うま)し国三重市町対抗駅伝 総集編
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0：20～6:00　休止

放送時間・番組

http://www.town.meiwa.mie.jp/ 
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三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　( 特 殊な場 合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検
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